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愛媛大学ダイバーシティ推進本部 女性未来育成センター 

愛媛大学の教職員がえひめ県の 

ロールモデルに記載されました 

 平成２８年2月２２日に愛媛大学女性未来育成センター公開シンポジウム201５を開催しました。「大

学における女性教員登用について-ポジティブアクションを考える-」をテーマに掲げ，学内から約８0名

が参加しました。開会の挨拶で大橋裕一学長は「地方の生き残りのためには，女性が地域に残り活躍でき

るような町づくりを進めていかなくてはなりません。県内の企業や経済団体は，すでに危機感をもって女

性が働き易い職場作りを目指した取り組みを始めています。大学がこうした流れに遅れを取るわけにはい

けません。」と大学の女性登用の重要性を呼びかけました。 

 特別講演では日本大学薬学部薬学研究所上席研究員の大坪 久子氏に「Beyond the Bias and Barriers

女性リーダー育成と基盤整備 ー次の段階の支援に向けてー 」と題するご講演をいただきました。女性研

究者とバイアスの問題を提起され，日米比較を踏まえてバリアを超えるための採

用と養成の要点，トップのリーダーシップの重要性についてご講演いただきまし

た。 

 パネルディスカッションでは愛媛大学女性未来育成センター長土屋由香教授か

ら本学の女性教員比率について説明がありました。その後パネリストの各学部の

学部長などから学部の現状，取組，および課題について説明し，現状を打破する

ために，意見交換を行いました。優れた研究者に選ばれる愛媛大学となることは

大学全体の課題です。そのためには男女がともに働きやすく雰囲気がよい大学となることが必須です。全学

をあげて女性を増やし，責任ある立場で発言できる女性を増やす必要性を再認識する機会になりました。 

平成2８年１月４日～１月７日 

冬休み学童保育を行いました 

 教職員のお子さん(小学生)

対象の冬休み学童保育を職員

会館において実施し，２０人

のお子さんをお預かりしまし

た。４日間の短い期間でした

が，けん玉遊び，七草粥や白

玉ぜんざい作り，およびス

キー場でのそり遊びとイベン

トが盛りだくさんでした。 

 

【参加者の声】(一部抜粋)  

「『自分に対する過小評価を破棄すること』という課題は大事だと思った。内在するバイアスに気づかされた。」 

「ポイント制の導入で苦しいことが浮き彫りになった。全学部からパネリストが出られた意議が大きく，本音を共有できたと思う。｣

「ポイント制が思わぬ足かせになっていると思った。追加採用が現実的に難しい現在今いる女性教員が研究しやすい政策を考えた方

がよいのではないか。それが結果的に女性の積極的登用の土壌になるのではないか？」 

【女性を取り囲むバイアス 

 ついて説明される大坪氏】 

【パネルディスカッションの様子】 

 愛媛県内には，企業や公官庁，地域など様々な分野で自分

の個性と能力を発揮し，いきいきと活躍する女性や，仕事と

生活（家庭）を両立しながら，地域や職場で活躍している男

性が多数おられます。 

その方々を紹介しているえひめ男女共同参画のためのロール

モデルに愛媛大学の教職員が掲載されています。 

女性未来育成センター公開シンポジウム201５を開催しました 

大学における女性教員登用について-ポジティブアクションを考える- 

プロテオサイエンスセンター   杉浦 美羽 准教授 

   

法文学部            土屋 由香 教授 

    

教育・学生支援機構       平尾 智隆 准教授   

  

教育学生支援部         吉田 一恵 部長    

 

【土屋由香センター長】 
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女性研究者エンパワーメント講座を開催しました 

 平成2７年12月２日に就活を終えたばかりの「サイエンスひめ

こ」が，これから就活を迎える理系女子に自身の就活体験やアドバ

イスを話す「リケジョ就活カフェ」を開催しました。 

 第1部は，6名の「サイエンスひめこ」がスライドを使って自身の就

活のスケジュールや，不安だったこと，面接で聞かれたことなどを披

露しました。その後の座談会では後輩のリケジョからの質問に答え

ました。「大学院に進学するために準備したことは？」「実際に就

活にはどれくらいお金がかかりましたか？」など，ここでしか聞け

ないリアルな就活を後輩リケジョに伝えることができました。 

    
 平成2８年1月２３，２４日に実務編「英語力を磨く！」と

して、川上輪子氏（Linc Science）をお招きして，英語研究プ

レゼンテーション」，「採択される英語論文の書き方」の２つ

の講座を開催しました。紙産業イノベーションセンター及び南

予水産研究センターにもLIVE配信を行い，本学の教職員・学

生・大学院生のみではなく，近隣の大学の研究者も含め，延べ

５３人が参加しました。 

 「英語研究プレゼンテーショ

ン」では，プレゼンにおけるレト

リカルクエスチョン等を使った海

外の聴衆に向けた効果的なアプ

ローチ及び質疑応答への対処など

について学びました。 

 「採択される英語論文の書き

方」では，ジャーナル・エディター 

の声を交えながら最近のトレンドを学び，より適切な受動態の

活用法を学びました。 

 効果的なタイトル，キーワード，アブストラクトを書くコ

ツ，インターネットでより検索されやすいようにするテクニッ

ク，論文執筆に役立つコロン・カンマ・セミコロン・カッコの

使い方など非常に実践的な内容で，さらに学んだテクニックが

Nature, Science, Lancet などのトップジャーナルでどのよう

に活用されているかを確認して，自らも実践練習を行いまし

た。参加者からは「これからも実践的で活用できるセミナーを

希望します。」といった声が多くあり，大変好評でした。 

リケジョ就活カフェ 

【会場の様子】 

リケジョ応援企業見学ツアー 

【交流座談会での意見交換の様子】 

【参加者の声】（一部抜粋） 

「なぜその就職先を選んだかや，就活中に悩 

 んだこと，内定後の話などリアルな話が聞け

てとても参考になりました。」 

「イメージがわいて，就活について身近

に感じる事が出来た。」 

「自己分析や自分に合う企業について 

 しっかり考えるきっかけになった。」 

 平成2８年１月２８日，プロテオサイエンスセンター寄生病原

体学 石野智子准教授がコーディネーターを務め，名古屋大学

大学院理学研究科生命理学専攻 上川内あづさ教授を講師にお

迎えし，第３回エンパワーメント講座「女性教員を増やす取り

組み－その結果から見えてきた効果－」を開催いたしました。 

 第一部では，上川内教授より名古屋大学で女性教員が増えた

ことによって，リーディング大学院での女性トップリーダー育

成のプログラムや，子育て単身赴任教員ネットワーク，女性神

経科学者による脳神経回路世界拠点構想が立ち上がるなど，女

性活躍の取組が大きく進んだことが紹介されました。 

 続いて「研究留学と海外女性研究者事情」をテーマに交流座

談会を行い，上川内教授のドイツ留学のご経験を中心に，愛媛

大学からも留学経験のある男女の

教員複数名が自身の経験をもと

に，海 外 研 究 者 事 情 を 語 り ま し

た。男性の参加者も多く，女性研

究者が研究と家庭を両立するため

の苦労などにも共有してもらうこ

とができました。 

              第二部の上川内教授の研究テー

マ「聴覚情報処理を担う神経回路基盤の解明」の講演では，音

楽を美しいと感じる起源を求めて，脳内で音がどのように情報

処理されるのか，ショウジョウバエを利用した研究に関する講

演が行われました。多くの質疑応答があり，活発な研究交流会

となりました。  

 

    実務編「英語力を磨く！」 第3回 「女性教員を増やす取り組み」 

サイエンスひめこ活動報告 

 平成２７年９月２８日（月），理学部主催，女性未来育成センター

共催で，キャリアビジョン開拓のための「リケジョ応援企業」見学ツ

アーを実施しました。 

 今回は，学生と教員合わせて15名で，リケジョ応援企業として先

進的にリケジョが活躍されている県内の3つの企業を見学しました。 

 最初に訪れた株式会社井関松山製造所では，今まで注目されてこな

かった農業で活躍する女性に焦点をあてた「夢ある農業女子応援プロ

ジェクト」などについて説明いただきました。 

 次に株式会社日本食研で，工場見学と実際に育児休業を取得した社

員と交流，懇談を行いました。 

 最後に重松建設株式会社のモデルルームを訪れ，社長の重松宗孝氏

より学生にメッセージをいただきました。モデルルームの見学や社長

と女性社員3名を交えて交流会の後，場所を実際の建設現場に移し，

建築現場での実際の建材や業界のことな

ど様々な説明を受けました。 

 学生達は，先輩達がワークライフバラ

ンスを考えながら,生き生きとやりがいを

持って仕事に取り組んでいることに刺激

を受け，就職のその先についても考える

良いきかっけとなりました。 

 女性研究者のリーダーシップ養成と研究力向上，そして女性研究者が元気に研究活動を継続していくために，女性研究者エン

パワーメント講座を開催しています。 

 


